（様式４：現地調査結果報告書）　　　　　　　　　　　　　　建築士事務所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　耐震診断者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現地調査結果説明書

	調査可能な部分について記入しています。

	部位等
	調　査　内　容
	コメント

	構造耐力上主要な軸組等
	柱
	部材の断面欠損
	大きな欠き込み、割れの有無
	□有

□無
	

	
	梁・桁
	
	大きな欠き込み、割れの有無
	□有

□無
	

	
	土台
	
	大きな欠き込み、割れの有無
	□有

□無
	

	
	筋かい等
	
	筋かいの有無（※必須）
	□有

□無
	

	
	
	
	大きな欠き込み、割れの有無
	□有

□無
	

	
	柱と梁桁
	
	ゆるみ、錆、腐食等
	□有

□無
	

	
	土台と柱
	
	ゆるみ、錆、腐食等
	□有

□無
	

	
	筋かい材
	
	ゆるみ、錆、腐食等
	□有

□無
	

	床下部材
	接合金物
	足固め、根がらみ等で固められて

いるか
	問題

□有

□無
	

	梁と柱、差し鴨居
	
	柱から抜け落ちる形式ではないか
	問題

□有

□無
	

	筋かい端部
	
	引張、圧縮に対して抜けたり、

踏み外さないか
	問題

□有

□無
	

	水平剛性の確保
	2階床面または

小屋梁面
	接合方法
	火打ちの有無、床版は合板か金物

は十分使用されているか
	問題

□有

□無
	

	
	吹抜け
	
	吹抜けの面積の大きさ、吹抜け部分

の対策、補強の有無
	問題

□有

□無
	

	下屋、増築部
	
	母屋との接合部分について金物が

十分使用されているか
	問題

□有

□無
	


※　耐震診断の総合判定値は、調査可能な範囲以外には不具合がないという前提で算定されます。

今後の耐震改修にあたっては、さらに確認できなかった不具合の発見に努め、これらの不具合の改善を含めて判定値の向上につながる改修を行って下さい。

なお、本診断は建物の上部構造に対する診断です。地盤・基礎についての注意事項は耐震診断報告書を参考にしてください。

上記内容の説明を確かに受けました。

　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅所有者等の氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　（サインまたは印）
（現地調査時に２部作成し、１部を依頼者へ渡し、１部は報告書に添付して下さい。）
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